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論文の内容の要旨

(自的)

本研究は、昨今指摘されている子どもの体力低下、運動能力の発達停滞に対する改善策構築の一環として、

不安定な接地面での運動遊びが幼児の身体コントロール能力の発達に及ぼす効果を検証することを目的とし

た。動作発達に伴う体の使い方の変化などを示す身体コントロール能力の向上を見積もるために、左右への

切換動作を伴う雨足連続跳躍課題を用い、不安定な接地面での運動遊びの効果を体力的観点および技能的観

点からキ食言すした。

(対象と方法)

保育所に通う 4歳児および5歳児を対象とした。はじめに、不安定面での連続跳躍課題のタイムと身体特

性(身長、体重)および関連体力(開眼片足立ち、立ち幅跳び、、サイドジャンプ)との関係から、連続跳躍

課題のタイムに影響する要因を検討した。続いて、連続跳躍に要する身体コントロール能力を検討するため

に、安定性の維持を反映する頭部位置と、推進力の産出を反映する下腿の傾きなどについて、観察的に動作

特徴の評価を行った。さらに、その評価結果と連続跳躍諜題のタイムとの関係性を検討した。

次に、不安定面上での運動遊びの効果を検証するために、向一対象者に対し、自然発達期街と運動介入期

間をそれぞれ約 10週間設け、運動介入期間にはJPクッション上で行う運動遊びプログラムを l回 30分、

計 12回実施した。運動遊びプログラムの内容は、幼児が日頃、菌庭やホールなどで実施している運動遊び

とし、全て不安定面上で行った。不安定蔀での連続跳躍課題のタイム、関連体力の測定値および連続跳躍遂

行中の動作特徴の変化から効果を検証した。

最後に、不安定面での運動遊びの効果を、より日常的な状況に近い安定面での両足連続銚躍課題のタイム

および課題遂行中の動作特徴を用いて検討した。

(結果)

連続跳躍課題および関連体力テストにおいて 4歳児と 5歳児の測定値には有意差が認められ、いずれの学

年においても連続銚躍課題のタイムは、サイドジャンプおよび立ち幅跳び、との間に有意な相関関係を示した。

さらに、不安定菌での連続跳躍課題のタイムには、着地局面での動作時間や動作特徴が強く関与していた。
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ただし、 4歳児では頭部外側の出現回数や下腿内傾の出現回数と連続跳躍課題のタイムとの間に有意な相関

関係が認められたが、 5歳見においてはいずれの評価項目との間にも有意な相関関係は認められなかった。

不安定面での運動遊びプログラムによる効果の内容は 4歳児と 5歳児で、異なり、 4歳児では連続跳躍課題

のタイムの変化量が自然発達期間よりも運動介入期間で有意に大きく、 5j歳児ではサイドジャンプのタイム

の変化量が自然発達期間よりも運動介入期間で有意に大きかった。また、不安定面で、の運動遊びプログラム

により、いずれの学年においても下腿内傾の出現回数が自然発達期間よりも運動介入期間で有意に増加し、

さらに 4歳児では、頭部外側や下腿外傾の出現回数が自然、発達期間よりも運動介入期間で、有意に減少した。

不安定面での運動遊びプログラムにより、安定面での連続跳躍課題のタイムも有意に短縮し、課題遂行中

の頭部内側および下腿内傾の出現回数も有意に増加した。

(考察)

本研究で用いた連続跳躍課題のタイムの長短には、いずれの学年においても瞬発力や敏捷性などの体力要

素が基盤となっていると考えられた。ただし、 4歳児では、タイムが短い子どもほど頭部外側の出現回数が

少なく、下腿内傾の出現回数が多いことから、安定性の維持や推進力の産出などにつながる動作特鍛の変化

もタイムの短縮に貢献していることが明らかとなった。また、課題遂行中の動作特徴を観察的に評価するニ

とにより、 isIJ定値に影響する要因をより段階的に捉えられる可能性が示された。

不安定菌での運動遊びによる効果の内容も 4歳児と 5歳児で異なったが、跳躍能力の発達が進んだ 5歳児

においてもサイドジャンプのタイムに顕著な向上が認められたことから、左右への切換動作を伴う跳躍をよ

り素早く行うための身体コントロール能力は、いずれの学年でも向上し得ると考えられる。一方、 4歳児で

は頭部外側の出現回数の減少に示される連続跳躍における頭部の安定性や、下腿内傾の出現回数の増加に示

される推進力の産出など、身体コントロール能力を反映する動作特酸の向上がより大きいことが明らかと

なった。さらに、頭部位置や下腿の傾きなどの動作特徴の変化は、より自発的な推進力の産出が要求される

安定面での連続跳躍課題においても認められ、不安定面での運動遊びの効果は安定面でも確認された。

以上の結果から、連続跳躍の動作特徴を観察的に評価することが身体コントロール能力を見積もるために

有効であり、不安定面での運動遊びによって身体コントロール能力を向上させ得ることが示されたD

審査 の結果の要冨

本論文は、幼児の連続跳躍中の動作特徴における新規的な観察的評価を提案し、不安定面での運動遊びが

幼児の運動能力向上に資することを実証した点でオリジナリティが高い。不安定の種類、によって効果に違い

があるのかなど興味は尽きないが、体育科学として非常に意義深い研究であると評価できる。

よって、著者は博士(体育科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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